
共にしあわせ産みだす党 日本共産党

市議団ニュース
第2012号 2022年03月27日

日本共産党 根室市議団
根室市宝林町4-203 ℡0153-23-6023

根室市議会2月定例会議会で日本共産党根室市議団は、鈴木一彦が代表
質問、橋本竜一から一般質問を行い、ウクライナ情勢をはじめとする市政の
諸課題について論議しました。議会質問の一部を要約して、ご報告します。

ウクライナ情勢による影響など地域課題を論議
2022年根室市議会 日本共産党の代表質問・一般質問

鈴
木

一
彦

（代
表
質
問
）

（
問
）
軍
事
力
で
領
土
を
奪
わ
れ
、
追
い

出
さ
れ
る
苦
し
み
を
私
た
ち
根
室
市
民

は
知
っ
て
い
る
。
「
非
核
平
和
都
市
宣

言
」
の
根
室
市
長
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
に
対
す
る
率
直
な
見
解
は
？

【
答
弁
】
こ
れ
ま
で
北
方
領
土
問
題
に

翻
弄
さ
れ
、
島
を
追
わ
れ
た
元
島
民
が

多
く
暮
ら
す
原
点
の
地
域
と
し
て
心
を

痛
め
て
い
る
。
「
核
」
と
い
う
言
葉
で
威

嚇
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

（
問
）
領
土
返
還
要
求
運
動
と
交
流
事

業
へ
の
影
響
と
対
応
に
つ
い
て

【答
弁
】
現
時
点
で
影
響
に
つ
い
て
予
断

を
も
っ
て
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ

の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
粘
り
強
く
、

返
還
要
求
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
原
点
の
地
、
隣
接
地
域

の
責
務
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

（
問
）
サ
ケ
マ
ス
交
渉
な
ど
の
対
ロ
漁
業

や
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
に
対
す
る
影
響

に
つ
い
て

【答
弁
】
現
時
点
で
影
響
を
予
断
を
持
っ

て
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
積
極
的
に

情
報
収
集
し
、
重
要
局
面
を
迎
え
た
際

は
、
迅
速
に
対
応
す
る
。

（
問
）
領
土
問
題
に
関
し
て
市
長
の
市
政

方
針
で
は
「
強
力
な
地
域
活
性
化
対

策
」
や
「
根
室
市
が
背
負
っ
て
き
た
課
題

等
へ
の
具
体
的
な
対
応
策
」
と
い
う
が
、

そ
の
内
容
は
？

【
答
弁
】
北
特
法
に
も
と
づ
く
各
種
補

助
制
度
の
充
実
や
隣
接
地
域
が
望
む

財
源
対
策
の
創
出
に
つ
い
て
、
具
体
化

に
向
け
て
取
り
組
む
。

ま
た
昨
年
7
月
に
設
置
し
た
「
北
方

領
土
対
策
に
関
す
る
専
門
家
会
議
」
で

は
、
北
方
四
島
と
の
「
新
た
な
地
域
間

交
流
」
や
「
自
由
往
来
・
自
由
交
易
」
、

「
北
方
四
島
に
関
連
す
る
歴
史
的
文
化

遺
産
の
保
存
・
継
承
・
活
用
」
の
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
る
。

橋
本

竜
一

（一
般
質
問
）

（
問
）
新
年
度
設
置
す
る
（
仮
称
）
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
庁
内
各
部
署
や
他
機
関

と
の
連
携
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

【
答
弁
】
各
事
業
所
な
ど
が
把
握
し
た
情

報
を
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
情
報
提
供
し
、
職
員
間
で
共
有
す
る
。

保
健
師
、
保
育
士
間
で
定
期
的
に
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
す
る
。

（
問
）
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
い
た
情
報
が
、

小
学
校
入
学
以
降
に
ど
の
よ
う
に
引
き

継
が
れ
る
の
か
。

【
答
弁
】
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
作
成
す
る
「
支
援
プ
ラ
ン
」
と
市

教
委
の
「り
ん
く
す
・ね
む
ろ
」
で
は
目
的

に
差
異
が
あ
る
が
、
就
学
後
の
学
校
で

の
支
援
に
有
益
な
可
能
性
も
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
で
対
応
し
て
い
た
情
報
の
引
継

ぎ
事
項
等
の
方
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
形
が
望
ま
し
い
か
、
今
後
も
教
育
委

員
会
と
協
議
を
重
ね
る
。

（問
）
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
子
育
て
の
支
援

施
設
が
休
止
や
制
限
と
な
っ
て
い
る
が
、

非
常
時
に
お
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
形
で

子
育
て
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
協
議
・検
討
が
必
要
。

【
答
弁
】
つ
ど
い
の
広
場
「
ク
ル
ク
ル
」
に

子
育
て
相
談
所
の
副
所
長
を
配
置
し
、

相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
。
ま
た
一
時

保
育
事
業
の
実
施
個
所
の
拡
充
等
を
検

討
す
る
。

（
問
）
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る

原
油
価
格
の
高
騰
は
、
低
所
得
層
に
も

大
き
な
影
響
に
。
再
度
の
福
祉
灯
油
等
の

燃
料
費
助
成
を
検
討
す
べ
き
。

【
答
弁
】
3
月
に
政
府
は
緊
急
対
策
と
し

て
、
地
方
自
治
体
を
通
じ
た
灯
油
の
購

入
支
援
等
を
行
う
方
針
を
示
し
た
。
灯

油
価
格
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
適

切
な
対
応
に
努
め
た
い
。

（
問
）
政
府
が
進
め
る
「
行
政
デ
ジ
タ
ル

化
」
に
つ
い
て
、
国
は
「
匿
名
加
工
情
報

の
提
供
制
度
」
を
導
入
す
る
な
ど
個
人

情
報
保
護
条
例
の
規
制
緩
和
を
し
た
が
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
拡
大
を
懸
念
し

て
い
る
。

【答
弁
】今
春
に
公
表
さ
れ
る
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
内
容
に
即
し
て
個
人
情
報

保
護
条
例
を
整
備
す
る
。

（
問
）
市
政
方
針
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
事
務
の
効
率
化
、
住
民
票
等
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
や
「
書
か
な
い
窓
口
」
が
述

べ
ら
れ
た
。
市
民
に
情
報
格
差
が
生
じ

て
は
な
ら
な
い
。
対
面
・
窓
口
で
の
相
談

業
務
を
増
や
し
市
民
の
選
択
肢
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
だ
。

【答
弁
】
「書
か
な
い
窓
口
」は
窓
口
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
を

提
示
し
、
申
請
書
や
届
出
書
を
作
成
で

き
る
仕
組
み
で
、
記
載
の
手
間
・
時
間

が
軽
減
さ
れ
る
。
市
民
に
と
っ
て
「
や
さ

し
い
窓
口
」を
め
ざ
す
。

（
問
）
い
じ
め
・
非
行
・
不
登
校
な
ど
児

童
・
生
徒
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
に
対

応
・
対
処
し
、
解
決
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
組
織

の
枠
を
超
え
て
情
報
を
共
有
し
、
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

【
答
弁
】
今
年
度
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
役
割
を
担
う
教
育
支
援
担

当
主
幹
を
配
置
し
、
学
校
や
保
護
者
は

も
と
よ
り
青
少
年
相
談
室
、
家
庭
児
童

相
談
室
、
児
童
相
談
所
な
ど
と
連
携
し
、

い
じ
め
や
非
行
、
児
童
虐
待
な
ど
様
々

な
課
題
の
早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
放
課
後
児
童
教

室
指
導
員
が
小
学
校
低
学
年
の
学
習

サ
ポ
ー
ト
を
担
っ
て
か
ら
、
学
校
と
放

課
後
児
童
教
室
の
連
携
が
進
み
、
児
童

や
保
護
者
に
関
す
る
情
報
共
有
や
き
め

細
や
か
な
対
応
が
図
ら
れ
る
な
ど
の
効

果
を
上
げ
て
い
る
。
組
織
の
垣
根
を
超

え
た
連
携
を
推
進
し
、
児
童
生
徒
を
め

ぐ
る
諸
課
題
の
解
決
に
努
め
る
。

（
問
）
市
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

24
時
間
体
制
を
課
題
と
し
て
い
る
が
、

市
内
の
事
業
所
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

市
と
し
て
新
規
事
業
所
の
立
ち
上
げ
や
、

そ
の
訪
看
に
訪
問
リ
ハ
の
機
能
を
合
わ

せ
る
等
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
充
実
を

図
る
こ
と
も
検
討
し
て
は
？

【
答
弁
】
在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
協

議
会
で
、
医
療
介
護
の
多
職
種
が
連

携
・
協
力
し
在
宅
患
者
を
ト
ー
タ
ル
的

に
支
援
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
て
い
る
。

（
問
）
事
業
者
や
市
民
を
含
め
た
在
宅

医
療
・
介
護
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
展
望
等
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
必
要
で
は
？

【答
弁
】在
宅
医
療
や
看
取
り
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
の
開
催
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
な
ど
さ
ら
な
る
普
及
啓
発
の

推
進
に
取
り
組
む
。

（
問
）
障
が
い
福
祉
分
野
の
人
材
確
保
の

課
題
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

【
答
弁
】
根
室
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
に
、
今
年
度
新
た
に
「
専
門
部
会
」
を

設
置
し
、
介
護
・
障
害
分
野
共
通
の
課

題
の
洗
い
出
し
や
他
市
の
先
進
事
例
等

に
つ
い
て
検
討
・協
議
を
す
る
。

（
問
）
根
室
市
立
の
保
育
所
に
勤
め
る
職

員
や
放
課
後
児
童
教
室
指
導
員
の
処

遇
改
善
を
見
送
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
地

域
と
し
て
重
要
な
事
業
所
で
あ
り
、
そ

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
働
く
人

の
力
が
大
切
。
ま
た
非
正
規
職
員
で
あ

る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を

す
す
め
る
上
で
も
、
国
の
制
度
を
積
極

的
に
活
用
す
る
べ
き
だ
っ
た
。

【
答
弁
】
（
国
の
制
度
の
）
対
象
職
種
・
期

間
を
限
定
し
、
自
治
体
に
制
度
活
用
の

選
択
が
委
ね
ら
れ
る
仕
組
み
等
に
疑

問
を
抱
い
た
。
今
後
、
（
別
な
）
制
度
が

創
設
さ
れ
る
場
合
も
総
合
的
に
判
断

す
る
。
公
務
に
係
る
給
与
水
準
の
引
き

上
げ
の
財
源
措
置
は
、
全
職
種
で
の
処

遇
改
善
等
の
対
応
も
含
め
、
市
長
会
と

連
携
し
国
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。


